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矢
波
日
吉
神
社
に
掛
か
る

「
奉
納
額
鯨
捕
り
絵
図
」

中口教育長（左）から指定書を受け取る辻口区長

矢波日吉神社「奉納額鯨捕り絵図」「カヤの大木」

2 件を町文化財に指定
　町の文化財として、新たに矢波日吉神社の「奉

ほうのう

納額
がく

鯨
くじらと

捕り絵図」

と神社境内に自生しているカヤの木 3本を指定しました。役場

内浦庁舎で 4月 25日、神社を管理する辻口重秋矢波区長に中口

憲治教育長から指定書が手渡されました。辻口区長は、「価値の

ある文化財を大切に守っていきたい」と話しました。

　「奉納額鯨捕り絵図」は、江戸後期の弘化 2年（1845）

に矢波海岸で行われた捕鯨の様子が描かれており、約

12㍍の鯨を波並集落住民の協力を得ながら捕獲した様

子が描かれています。町内で捕鯨の様子を描いた絵図

は、藤波の神目神社と今回指定されたものが知られるの

みで、製作年代が記されているという点が貴重です。

　境内に自生しているカヤの木は、県内でも有数の大き

さとされるもので、木肌の状況や生育の具合ともに良好

で、町の植生を知る上でとても貴重です。

今回指定された 2件
  ・奉納額鯨捕り絵図…有形文化財
  ・カヤの木 3 本…天然記念物

縄文小屋管理と縄文生活を来館者に案内

活動内容
　①縄文館で行う事業への参加および協力
　②勉強会の実施（調査等で来館する研究者との意見
　交換会等）③縄文小屋の管理　④周辺の除草管理等
　⑤体験学習の指導　⑥来館者への説明　⑦その他
手当　・ガソリン代として 1回 1,000 円
　　　　1回の活動は 10:00 ～ 15:00 程度
　　　・「図説真脇遺跡」冊子謹呈
締切　6月 30 日㊎まで

問真脇遺跡縄文館☎ 62-4800

　真脇遺跡縄文館では、

ワークショップ「縄文小屋

をみんなでつくろう」に取

り組んでいて、8月中旬の

完成を予定しています。

　縄文小屋の完成後に真脇

遺跡周辺施設の維持管理、

見学者への説明などを行な

うボランティアを募集しま

す。縄文時代について学ぶ

チャンスです。ぜひご参加

ください。

真脇遺跡縄文館
ボランティア募集

高
齢
者
運
転
免
許
返
納

事
故
防
止
に
向
け
支
援
充
実

　

4
月
13
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
平
谷
幸
作

さ
ん
＝
宇
出
津
山
分
＝
が
運
転
免
許
を
返
納

し
ま
し
た
。

　

優
良
ド
ラ
イ
バ
ー
で
、
交
通
安
全
協
会
の

活
動
に
も
従
事
し
て
い
た
平
谷
さ
ん
は
今
年

88
歳
を
迎
え
ま
す
。
免
許
返
納
を
後
押
し
し

た
の
は「
長
年
無
事
故
を
続
け
て
い
る
の
で
、

せ
っ
か
く
だ
か
ら
事
故
を
起
こ
す
前
に
返
納

し
よ
う
」
と
い
う
家
族
の
言
葉
で
し
た
。
今

後
、
お
出
か
け
の
際
に
は
家
族
が
送
り
迎
え

を
行
う
そ
う
で
す
。

　

免
許
を
返
納
し
た
平
谷
さ
ん
に
は
、

町
か
ら
は
商
品
券
が
、
珠
洲
警
察
署
能

登
庁
舎
か
ら
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用

案
内
や
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
な
ど
役

立
つ
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
「
運
転
免
許

卒
業
Ｎノ

ー

ト

Ｏ
―
Ｔ
Ｏ
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
で
は
今
年
度
か
ら
商
品
券
の
額
を
従

来
の
倍
の
2
万
円
に
す
る
な
ど
、
自
主

返
納
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。

　

珠
洲
警
察
署
南
野
署
長
は
、「
高
齢

者
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
、
自
治
体

の
支
援
が
大
切
。
返
納
制
度
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
と
連
携
し
て
い

き
た
い
」
と
高
齢
者
の
免
許
返
納
支
援

へ
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

返納式に臨む平谷さん

役場窓口での手続きは簡単です

　町では高齢ドライバーの交通事故防止のため、

加齢により運転に不安を感じてきているなどの理

由で運転免許を自主返納する人に対し支援を行っ

ています。ぜひご利用ください。

運転免許証自主返納支援制度

あなたの免許返納をサポートします！

支援内容
　①能登町共通商品券 2万円分

　②運転経歴証明書発行手数料を町が全額負担

　※運転経歴証明書は、免許証代わりに身分

　　証明書として利用できる公的書類です。

対象
　満 65 歳以上で町内に住民登録があり、

　運転免許を自主返納した人

必要書類
　警察の窓口で渡される

　「運転免許の取消通知書」の写し、印鑑

申請場所
　総務課、役場各庁舎窓口、小木・鵜川支所

問総務課☎ 62-8510

珠洲警察署または
警察能登庁舎

能登町役場

①運転免許
　返納の申請

②
運転免許取消
通知書の交付

③支援事業
　申請書提出

④能登町共通
　商品券
　2 万円分を交付

町在住で
65 歳以上の人

・能都庁舎では直接手渡し、

そのほかの窓口で申請の場

合は後日郵送します。
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能
登
町
で
は
平
成
27
年
4
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
能

登
町
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
さ
れ
た
方
へ

の
返
礼
品
に
つ
い
て
、
寄
附
者
自
身
が
ふ
る
さ
と
納

税
専
用
サ
イ
ト
〈
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
〉
ま
た
は

カ
タ
ロ
グ
で
返
礼
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
は

１
万
１
，
７
０
５
件
、
約
1
億
9
千
7
百
万
円
の
多

額
の
応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
返
礼
品
を
取
扱
う
事
業
者
を
随
時
追
加
募
集

し
て
い
ま
す
。
町
と
一
緒
に
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

主
な
業
務

○
町
か
ら
の
発
注
で
特
産
品
を
寄
附
者
に
送

付
す
る
。

○
町
に
対
し
て
送
付
実
績
を
報
告
し
、
代
金

を
請
求
す
る
。

メ
リ
ッ
ト

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
サ
イ
ト
等
に
商
品
の
画
像
と
名
前
、
取

扱
い
事
業
者
名
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

○
特
産
品
の
発
送
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

同
封
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
企
業
の
Ｐ
Ｒ
が

可
能
で
す
。

応
募
資
格

○
町
内
で
製
造
、
加
工
、
販
売
、
採
取
、
栽

培
等
が
行
わ
れ
て
い
る
商
品
を
取
扱
っ
て
お

り
、
寄
附
者
に
発
送
で
き
る
業
者　

○
町
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

　

町
内
に
本
社
、ま
た
は
主
た
る
事
業
所（
工

場
等
を
含
む
）
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

事
業
者
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
町
が
返
礼
品

と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
た
場
合
は
、
参

加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込

ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

能登町

寄附者

取扱い業者
（今回募集）

①ふるさと納税
②返礼品の選択 ④返礼品の送付

（パンフレットなど同封可）

③特産物送付依頼

⑤報告・代金請求

⑥代金支払い

寄付から返礼品送付までの流れ

自
慢
の
商
品
で

ふ
る
さ
と
納
税
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う

納
税
の
返
礼
品
を
募
集
中

ふるさと納税返礼品カタログ

あ
な
た
の
空
き
家
を
利
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い

「　
　
　
　
　
　
　
　

  　

」の

候
補
物
件
募
集
中

移
住
・
定
住
促
進
住
宅

　

能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」
と
い
う
）
で
は
、
人
口
減
少
を
解
決

す
る
移
住
定
住
施
策
の
一
環
と
し
て
移
住
希

望
者
が
円
滑
に
移
住
す
る
た
め
、
町
内
に
あ

る
空
き
家
な
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
を

借
り
上
げ
、
必
要
な
改
修
を
行
い
、
本
町
へ

の
移
住
希
望
者
が
移
住
体
験
す
る
「
移
住
体

験
の
家
」
や
定
住
を
前
提
と
し
た
仮
住
ま
い

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

能
登
町
の
人
口
を
増
や
し
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
を
よ
り
活
気
あ
る
地
域
に
し
て

い
く
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

家
の
風
通
し
や
基
本
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

協
議
会
で
行
い
ま
す
。

1
．
応
募
者
の
要
件

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
人
が
応
募

で
き
ま
す
。

①
空
き
家
等
及
び
そ
の
敷
地
の
両
方
を
所
有

し
て
い
る
こ
と
。
共
有
物
件
の
場
合
は
、
共

有
者
の
す
べ
て
が
同
意
し
て
い
る
こ
と
。

②
町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

③
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
、
更
生
手
続
開

始
の
申
立
て
又
は
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

④
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
暴
力
団
ま
た
は
暴

力
団
員
で
な
い
こ
と
。

⑤
移
住
者
の
仮
住
ま
い
住
宅
と
し
て
適
切
な

物
件
で
あ
る
こ
と
。

2
．
応
募
物
件
の
要
件

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
物
件
に
つ

い
て
応
募
で
き
ま
す
。

①
現
況
に
お
い
て
居
住
可
能
な
状
態
の
物
件

で
、
屋
根
・
外
壁
・
土
台
な
ど
構
造
体
に
つ

い
て
大
規
模
修
繕
の
必
要
が
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。

②
強
制
執
行
、
仮
差
押
え
、
仮
処
分
、
担
保

権
の
実
行
若
し
く
は
競
売
又
は
滞
納
処
分
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

3
．
借
り
上
げ
に
関
す
る
内
容
・
要
件

①
借
り
上
げ
期
間
は
5
年
間
を
基
本
と
し
、

期
間
満
了
時
に
は
借
り
上
げ
た
住
宅
を
返
却

し
ま
す
。

②
利
用
者
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
所
有
者
に

対
し
借
上
料
を
支
払
い
ま
す
。

③
1
年
間
の
借
上
料
は
、
借
り
上
げ
た
空
き

家
等
お
よ
び
敷
地
の
固
定
資
産
税
額
と
し
、

固
定
資
産
税
額
が
変
動
し
た
場
合
は
、
賃
貸

借
契
約
の
期
間
中
で
あ
っ
て
も
協
議
の
上
変

更
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。

④
借
上
料
以
外
は
、
敷
金
、
権
利
金
等
名
目

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
お
支
払
い
し
ま
せ
ん
。

⑤
借
り
上
げ
た
空
き
家
等
に
つ
い
て
改
修
が

必
要
な
場
合
は
、
所
有
者
と
協
議
の
上
、
改

修
を
行
い
ま
す
。

⑥
借
り
上
げ
期
間
内
は
、
借
り
上
げ
た
空
き

家
等
の
補
修
・
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

⑦
借
り
上
げ
た
空
き
家
等
の
火
災
保
険
料

は
、
協
議
会
が
負
担
し
ま
す
。

⑧
借
り
上
げ
る
空
き
家
等
の
選
定
審
査
の

為
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

⑨
採
用
・
不
採
用
の
決
定
は
、
文
書
で
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

４
．
提
出
書
類　

能
登
町
移
住
定
住
促
進
住

宅
候
補
物
件
申
請
書
（
協
議
会
窓
口
で
お
渡

し
し
ま
す
。）

５
．
応
募
締
め
切
り　

8
月
31
日
㊍

６
．
応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

能
登
町
定
住
促
進
協
議
会（
能
都
庁
舎
2
階
）

　

〒
９
２
７
―
０
４
９
２

　

能
登
町
字
宇
出
津
新
１
字
１
９
７
番
地
１

　

☎
（
62
）
０
２
６
０

http://w
w

w
.nototow

n.jp/

「
能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
」
で

検
索

改修前 改修後

▲

平成 28 年度整備物件　外壁改修例


